
平成３１（２０１９）年 １月１日 日 吉 台 新 聞 ホームページ http:// hiyoshidai.net ＮＯ ０３７

ＨＩＹＯＳＨＩＤＡＩ

発 行

日吉台学区自治連合会

日吉台学区

まちづくり協議会

発行責任者

林 堅太郎

編集責任者

村澤 真保呂

「
ず
っ
と
・
も
っ
と
住
み

続
け
た
い
日
吉
台
」
ー
学
区

空
き
家
対
策
委
員
会
は
12
月

２
日
、
日
吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー

で
、
第
２
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
「
み
ん
な
で

ま
ち
・
カ

フ
ェ
」
を
開
催
、
子
育
て
中

の
お
母
さ
ん
や
同
対
策
委
員
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
員
ら
住

民
約
20
人
が
参
加
し
た
。

学
区
で
は
、
空
き
家
対
策

が
は
じ
ま
っ
た
２
０
１
６
年

に
10
年
後
の
日
吉
台
を
展
望

し
た
「
日
吉
台
ま
ち
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン

２
０
２
６
」
を

策
定
。
「
安
心
・
安
全
な
町
」

「
み
ん
な
が
集
ま
る
町
」

「
健
康
な
生
活
と
健
全
な
成

長
を
見
守
る
町
」
「
助
け
合

い
の
町
」
「
楽
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
町
」
ー
の
５
つ
の

基
本
方
針
に
基
づ
き
、
学
区

の
団
体
、
住
民
の
協
力
を
得

て
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。

日
吉
台
は
、
少
子
高
齢
化

が
進
行
、
今
後
空
き
家
の
さ

ら
な
る
増
加
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
あ
こ
が
れ
の
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
だ
っ
た
日
吉
台
が
こ

の
先
も
「
ず
っ
と
・
も
っ
と

住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
と
な

る
よ
う
５
つ
の
基
本
方
針
の

具
現
化
が
必
要
と
な
っ
て
き

て
お
り
、
２
回
目
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
と
し
て
子
育
て
中
の
お
母

さ
ん
や
学
区
の
若
い
人
た
ち

の
考
え
る
場
、
と
し
て
企
画

し
た
。

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
、
学
区
の
空
き
家
対
策
の

調
査
、
研
究
で
助
言
を
得
た

都
市
環
境
研
究
所
三
重
事
務

所
の
協
力
を
受
け
行
わ
れ
た
。

会
場
の
市
民
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室
で
は
、
「
子
育
て
中
の

お
母
さ
ん
た
ち
が
気
軽
に
集

え
る
交
流
の
場
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
参
加
者
ら
が
４
班

に
分
か
れ
、
立
体
模
型
を
使
っ

て
ま
ち
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
づ
く
り
に
挑
戦
、
若
い
人

た
ち
に
も
魅
力
あ
る
日
吉
台

の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
に

つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

学
区
自
治
連
合
会
は
12
月

開
い
た
定
例
会
で
、
学
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
金
を
各
自
治

会
に
分
配
す
る
「
日
吉
台
学

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
金
取
り

扱
い
」
（
案
）
に
つ
い
て
の

住
民
説
明
会
を
１
月
27
日
午

前
10
時
、
日
吉
台
市
民
セ
ン

タ
ー
大
会
議
室
で
開
催
す
る

こ
と
を
決
め
た
。

学
区
公
共
下
水
道
整
備
の

さ
い
の
住
民
負
担
金
が
原
資

の
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
金

約
３
４
０
０
万
円
の
残
金
に

つ
い
て
は
、
下
水
道
整
備
当

時
の
負
担
者
の
還
付
や
自
治

会
へ
の
分
配
、
そ
の
ま
ま
学

区
自
治
連
合
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

基
金
で
の
継
続
維
持
な
ど
住

民
の
間
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
出
て
こ
の
取
り
扱
い
は

長
年
の
懸
案
事
項
。

今
回
示
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
基
金
取
り
扱
い
案
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
管
理
の
基
金

を
８
丁
自
治
会
に
一
定
額
を

分
配
、
各
自
治
会
の
自
治
会

館
維
持
や
防
災
、
自
治
会
活

性
化
に
役
立
て
て
も
ら
う
も

の
。
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
管

理
委
員
会
が
協
議
を
重
ね
、

各
自
治
会
と
自
治
連
合
会
に

に
分
配
す
る
答
申
案
を
昨
年

５
月
に
学
区
自
治
連
合
会
に

提
示
し
た
。
答
申
を
受
け
学

区
自
治
連
合
会
は
、
各
丁
に

対
し
協
議
と
可
否
判
断
を
要

請
。
各
丁
か
ら
昨
年
10
月
ま

で
に
「
答
申
案
を
了
承
す
る
」

と
の
回
答
が
あ
り
、
学
区
自

治
連
合
会
と
し
て
今
年
４
月

の
学
区
自
治
連
合
会
通
常
総

会
に
配
分
案
を
議
案
と
し
て

提
出
す
る
こ
と
を
決
め
て
い

る
。住

民
説
明
会
で
は
、
野
々

口
義
信
・
学
区
自
治
連
合
会

会
長
、
近
原
秀
明
・
学
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
金
管
理
委
員

会
委
員
長
ら
が
出
席
、
配
分

に
至
っ
た
経
過
、
理
由
、
今

後
の
進
め
方
な
ど
を
説
明
、

住
民
と
の
質
疑
応
答
通
じ
て

配
分
に
つ
い
て
理
解
を
求
め

る
。 三

重
県
・
松
阪
市
自
治
会

連
合
会
一
行
が
12
月
13
日
、

日
吉
台
を
訪
問
、
日
吉
台
市

民
セ
ン
タ
ー
で
、
日
吉
台
学

区
が
行
な
う
学
区
の
空
き
家

対
策
事
業
を
視
察
、
研
修
を

行
な
っ
た
。

同
自
治
会
連
合
会
の
一
行

は
、
同
会
の
小
山
利
郎
会
長

ほ
か
、
随
行
の
松
阪
市
職
員

含
め
24
人
。
濱
崎
博
・
学
区

空
き
家
対
策
委
事
務
局
長
が

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て

説
明
。
濱
崎
事
務
局
長
が
日

吉
台
が
「
行
政
を
頼
ら
ず
」

独
自
に
行
う
、
ま
ち
づ
く
り

と
し
て
の
空
き
家
対
策
事
業

に
参
加
者
ら
は
熱
心
に
メ
モ

を
と
り
な
が
ら
耳
を
傾
け
、

質
疑
応
答
で
は
、
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

学
区
の
空
き
家
対
策
事
業

の
視
察
訪
問
は
、
松
阪
市
で

４
市
目
。

学
区
空
き
家
対
策
委
員
会

主
催
の
豊
か
な
住
ま
い
づ
く

り
に
向
け
て
の
第
２
回
勉
強

会
が
11
月
20
日
、
日
吉
台
市

民
セ
ン
タ
ー
第
１
、
第
２
会

議
室
で
開
か
れ
た
。

２
回
目
は
、
１
丁
目
南
在

住
で
土
地
家
屋
調
査
士
の
中

川
隆
司
さ
ん
が
「
不
動
産
登

記
や
土
地
の
境
界
に
関
す
る

習
慣
と
法
規
制
に
つ
い
て
。

土
地
家
屋
調
査
士
と
は
？
」
、

３
丁
目
西
在
住
の
宅
地
建
物

取
引
主
任
者
、
石
岡
和
真
さ

ん
が
「
賃
貸
経
営
の
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
。
も
し
賃

貸
を
考
え
る
な
ら
今
の
相
場

は
？
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

講
演
し
た
。

こ
の
勉
強
会
は
、
一
般
財

団
法
人
「
ハ
ウ
ジ
ン
グ
ア
ン

ド
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
財
団
」
か

ら
受
け
た
助
成
金
で
開
か
れ

る
事
業
。
「
今
の
家
を
よ
り

住
み
や
す
く
、
か
つ
資
産
価

値
を
上
げ
よ
う
」
が
テ
ー
マ
。

今
回
の
講
師
は
、
い
ず
れ
も

日
吉
台
学
区
の
住
民
で
そ
の

道
の
専
門
家
。

湖
西
道
路
４
車
線
化
に
伴

う
通
過
車
両
に
よ
る
騒
音
、

振
動
対
策
問
題
で
、
学
区
自

治
連
特
別
委
、
湖
西
道
路
対

策
委
員
会
（
北
海
彰
委
員
長
）

の
小
委
員
会
は
12
月
12
夜
、

市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
国
交
省
・

滋
賀
国
道
事
務
所
側
と
協
議

を
行
い
、
騒
音
や
振
動
の
現

状
を
掌
握
す
る
た
め
騒
音
測

定
調
査
を
行
な
う
こ
と
で
意

見
の
一
致
を
み
た
。

一
昨
年
10
月
に
対
策
委
を

設
置
し
て
以
来
、
学
区
側
は
、

騒
音
対
策
、
振
動
対
策
に
つ

い
て
滋
賀
国
道
事
務
所
に
対

し
問
題
提
起
を
し
て
い
た
。
。

学
区
側
が
、
遮
音
壁
の
壁

を
よ
り
高
く
騒
音
対
策
な
ど

で
国
の
環
境
基
準
を
上
乗
せ

す
る
対
策
を
求
め
た
の
に
対

し
、
滋
賀
国
道
事
務
所
側
は

一
定
の
基
準
、
決
ま
り
で
騒

音
対
策
工
事
を
行
う
。
日
吉

台
が
要
望
す
る
上
乗
せ
対
策

は
無
理
だ
と
の
姿
勢
を
示
し

た
が
、
無
機
質
な
壁
が
連
な

る
遮
音
壁
外
側
に
樹
木
を
植

え
る
か
現
在
の
樹
木
を
残
し

て
欲
し
い
、
と
の
住
民
の
要

望
に
は
前
向
き
の
姿
勢
を
み

せ
た
。

上
乗
せ
対
策
に
難
色
を
示

し
た
こ
と
に
つ
い
て
学
区
側

が
「
国
が
実
施
す
る
騒
音
対

策
は
予
測
数
値
に
よ
る
工
事
」

と
対
策
の
不
備
を
指
摘
、
実

際
に
騒
音
測
定
し
た
実
測
数

値
に
よ
る
対
策
の
実
施
を
改

め
て
訴
え
、
同
席
し
て
い
た

大
津
市
も
測
定
調
査
実
施
に

理
解
を
示
し
、
学
区
側
が
市

に
対
し
調
査
実
施
要
望
書
を

提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

日
吉
台
を
こ
ん
な
街
に
！

ま
ち
・
カ
フ
ェ
で
意
見
交
換

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
金
説
明
会

１
月
27
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催

学
区
・
騒
音
調
査
な
ど
要
望

湖
西
道
路
・
４
車
線
化
工
事
で

学区の空き家対策、視察研修

松阪市自治会連合会

空き家対策勉強会

豊かな住まいづくりに向け

製 作し た 街 の 立 体模 型 を 手 に 説明 す る 参 加 者

研

修

す

る

松

阪

市

の

一

行
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出
演
の
ガ
ハ
プ
カ
奈
美
さ

ん
は
、
東
京
芸
術
大
卒
で
、

ド
イ
ツ
国
立
ベ
ル
リ
ン
芸
術

大
オ
ペ
ラ
・
劇
場
研
究
科
を

修
了
後
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル

ク
歌
劇
場
の
専
属
ソ
リ
ス
ト

と
な
り
、
歌
劇
「
ヘ
ン
ゼ
ル

と
グ
レ
ー
テ
ル
」
の
グ
レ
ー

テ
ル
役
で
デ
ビ
ュ
ー
。
ド
イ

ツ
各
地
で
オ
ペ
レ
ッ
タ
、
歌

曲
、
オ
ラ
ト
リ
オ
と
幅
広
く

歌
手
活
動
を
行
い
、
国
際
的

に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

現
京
都
女
子
大
教
授
。

ピ
ア
ノ
奏
者
は
国
際
的
に

評
価
の
高
い
萩
原
吉
樹
さ
ん
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
、
フ
ラ
ン

ス
、
ド
イ
ツ
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
各
地
を
旅
す
る
か
の
よ
う

に
次
々
と
演
じ
ら
れ
、
再
び

日
本
に
戻
っ
て
島
崎
藤
村
と

石
川
啄
木
の
詩
を
歌
う
と
い

う
構
成
。
な
じ
み
深
い
歌
曲

に
丁
寧
な
解
説
も
加
え
な
が

ら
、
２
０
０
人
を
超
え
る
聴

衆
を
深
く
魅
了
す
る
音
楽

会
と
な
っ
た
。
ま
た
ピ
ア

ノ
演
奏
の
萩
原
吉
樹
さ
ん

は
、
伴
奏
に
と
ど
ま
ら
ず

ユ
ニ
ー
ク
な
独
奏
も
加
え
、

会
場
の
雰
囲
気
を
い
っ
そ

う
盛
り
上
げ
て
い
た
。

今
回
の
第
４
回
日
吉
台

コ
ン
サ
ー
ト
か
ら
学
区
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
の
文
化

事
業
部
が
主
催
す
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
継
続
的
な
事
業

と
し
て
展
開
す
る
た
め
に
実

行
委
員
を
募
っ
て
い
る
。
な

お
、
次
回
は
、
今
年
6
月

に
日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響

楽
団
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に

し
た
「
ゲ
ス
ヒ
ェ
ン
木
管
五

重
奏
団
」
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
が
企
画
さ
れ
て
い
る
。

日
吉
ブ
ロ
ッ
ク
「
人
権
・

生
涯
」
学
習
推
進
協
議
会
連

合
会
主
催
の
第
50
回
人
権
を

考
え
る
大
津
市
民
の
つ
ど
い

日
吉
ブ
ロ
ッ
ク
「
秋
の
集
会
」

が
12
月
8
日
、
日
吉
台
小
学

校
で
開
催
、
第
１
分
科
会
で
、

4
丁
目
東
在
住
の
林
賢
三
さ

ん
が
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

（
共
生
）
社
会
に
つ
い
て
考

え
る
～
開
発
途
上
国
の
障
害

の
あ
る
子
ど
も
の
教
育
に
携

わ
っ
て
み
て
～
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
し
た
。

略
称
、
日
吉
人
推
協
連
は
、

坂
本
、
下
阪
本
、
日
吉
台
、

雄
琴
４
学
区
の
人
推
協
で
構

成
、
秋
の
集
会
は
４
学
区
が

輪
番
制
で
実
施
、
今
年
度
は

日
吉
台
が
当
番
学
区
に
あ
た

り
日
吉
台
小
が
会
場
と
な
っ

た
。集

会
に
は
、
日
吉
台
は
じ

め
坂
本
、
下
阪
本
、
雄
琴
学

区
の
人
推
協
構
成
員
や
住
民

約
２
６
０
人
が
参
加
。
野
々

口
義
信
・
日
吉
台
学
区
自
治

連
合
会
会
長
が
校
内
放
送
を

使
っ
て
開
催
宣
言
し
た
あ
と

大
会
運
営
委
員
長
の
粟
津
広

之
・
日
吉
台
学
区
「
人
権
・

生
涯
」
学
習
推
進
協
議
会
長

が
「
自
分
も
人
も
大
切
に
す

る
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

の
広
が
り
を
め
ざ
し
た
い
」

と
基
調
報
告
を
行
い
、
各
学

区
ご
と
の
４
分
科
会
で
、
そ

れ
ぞ
れ
講
演
、
活
動
報
告
、

意
見
交
流
が
行
な
わ
れ
た
。

同
小
音
楽
室
で
開
い
た
第

１
分
科
会
の
林
賢
三
さ
ん
は
、

京
都
市
北
総
合
支
援
学
校
校

長
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
を
歴
任
。
長
年

障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
教
育

に
か
か
わ
り
現
在
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
応
援
団
事

務
局
長
を
し
て
い
る
。

林
さ
ん
は
、
訪
問
し
た
モ

ン
ゴ
ル
、
ウ
ガ
ン
ダ
で
の
障

害
児
教
育
の
現
状
や
、
子
ど

も
た
ち
の
様
子
な
ど
に
つ
い

て
写
真
な
ど
を
交
え
講
演
、

「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
（
共
生
）

社
会
の
実
現
に
は
、
情
報
を

発
信
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

が
大
切
だ
」
な
ど
、
訴
え
た
。

全
国
大
会
な
ど
で
輝
か
し

い
成
績
を
収
め
た
ス
ポ
ー
ツ

選
手
を
顕
彰
す
る
第
31
回
ス

ポ
ー
ツ
賞
に
日
吉
台
4
丁
目
、

近
畿
大
生
、
山
本
雅
也
さ
ん

（
22
）
＝
写
真
が
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
競
技
で
選
ば
れ
、
11
月

開
催
の
大
津
市
表
彰
式
で
表

彰
さ
れ
た
。
山
本
さ
ん
は
、

平
成
15
年
に
続
い
て
２
度
目

の
同
賞
の
受
賞
と
な
る
。

山
本
さ
ん
は
、
平
成
８
年

年
９
月
日
生
。
日
吉
台
小
、

日
吉
中
を
経
て
大
津
商
業
。

大
商
時
代
の
３
年
生
の
と
き
、

全
日
本
選
手
権
３
位
に
入
り
、

Ｕ
ー
20
代
表
入
り
。
近
畿
大

に
進
学
し
た
平
成
27
年
に
は
、

滋
賀
県
勢
を
和
歌
山
国
体
成

年
団
体
優
勝
に
導
い
た
。

平
成
30
年
６
月
に
は
、
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
。
ソ
ル
ト
レ
イ

ク
大
会
に
出
場
、
男
子
リ
カ
ー

ブ
33
位
、
７
月
、
ブ
ル
ガ
リ

ア
で
行
な
わ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
グ
ラ
ン
プ
リ
・
ソ
フ
ィ
ア

大
会
で
は
男
子
リ
カ
ー
ブ
で

６
位
の
成
績
を
収
め
た
。

日
吉
台
青
少
年
育
成
学
区

民
会
議
と
日
吉
台
夢
・
未
来

事
業
推
進
委
員
会
は
１
月
12
、

13
の
両
日
、
日
吉
台
小
で
、

日
吉
台
の
恒
例
、
新
春
風
物

詩
「
も
ち
つ
き
大
会
」
と

「
ど
ん
ど
焼
き
ま
つ
り
」
を

開
催
す
る
。

も
ち
つ
き
大
会
は
、
12
日

午
前
10
時
、
小
学
校
体
育
館
、

中
庭
で
開
催
。
ど
ん
ど
焼
き

は
、
13
日
午
前
10
時
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
行
な
わ
れ
る
。
ど

ん
ど
焼
き
に
使
う
し
め
縄
や

正
月
飾
り
を
各
家
庭
に
持
参

し
て
も
ら
い
、
残
り
火
で
餅

な
ど
を
焼
い
て
も
ら
う
。
ま

た
、
当
日
の
参
加
者
に
は
豚

汁
も
ふ
る
ま
わ
れ
る
。

伝
統
行
事
の
良
さ
を
日
吉

台
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る

た
め
日
吉
台
夢
・
未
来
事
業

推
進
委
員
会
が
、
平
成
19
年

か
ら
始
め
、
日
吉
台
の
新
春

の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
て

い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
、
同

事
業
推
進
委
事
務
局
の
山
本

由
美
さ
ん
（
０
９
０
・
４
２

７
９
・
８
７
９
８
）

ま
で
。

文

化

の

香

り

高

い

日

吉

台

を

め

ざ

し

て

「

第

４

回

日

吉

台

コ

ン

サ

ー

ト

」

が

12

月

２

日

、

日

吉

台

市

民

セ

ン

タ

ー

で

開

か

れ

、

ソ

プ

ラ

ノ

歌

手
、

ガ

ハ

プ

カ

奈

美

さ

ん

に

よ

る

「

歌

声

で

世

界

を

巡

ろ

う

」

の

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

も

と

素

敵

な

歌

曲

が

披

露

さ

れ

た

。

澄
み
わ
た
る
熱
唱
、
聴
衆
を
魅
了

第
４
回
日
吉
台
コ
ン
サ
ー
ト

人
推
協
「
秋
の
集
会
」
開
催

４
丁
目
在
、
林
賢
三
さ
ん
が
講
演

ど
ん
ど
焼
き
な
ど

新
春
恒
例
・
日
吉
台
小
で

市スポーツ賞を受賞

４丁目、山本雅也さん

アーチェリー競技

日 吉 台 コ ン サ ー ト で 熱 唱 す る ガ ハ プ カ 奈 美 さ ん

秋の集会で講演する林賢三さん


